
付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名 　宮崎県　新富町

実 施 場 所 　宮崎県　新富町内一円

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容 　区画線設置工事　延長Ｌ＝８，６７９ｍ

補助事業の始期及び終期 　平成２４年度

２４年度 計

円 円 円 円 円 円

2,743,000 2,743,000

交付金額 2,500,000 2,500,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　本町において町道点検、通学路点検を行った結果、町の幹線道路及び
通学路である当該路線において、著しく区画線の損傷が見られたため早
急に実施する必要があると判断し、区画線設置工事を実施したものであ
る。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の
整備を図るとともに、新田原飛行場の安定使用に寄与さ
せるものとする。

　新田原飛行場関連公共施設（交通施設：越馬場～野中線外６）整備事業

　区画線設置工事を実施したことで車道と路肩との境界が明確となり通
学路の安全性が向上した。従って、これらの交通施設の一部が改善され
たことで地域住民の生活環境の改善に一定の寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。　



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円 円

51,725,000 51,725,000

交付金額 50,068,000 50,068,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成24年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　伐採工事・造成工事・フェンス設置工事の完了により、講堂の本体建
設工事に早期着手出来るようになった。このことから教育施設の充実、
教育の向上に寄与できたと思われる。

　今後とも地元の理解を得ながら講堂の建設事業を推進していく。

　無

立竹木伐採　Ａ＝４，４００㎡
造成工事　　Ａ＝４，４００㎡
フェンス設置工事　Ｌ＝９７．５ｍ

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（教育文化施設：富田小学校講堂用地
造成）整備事業

　新富町

　宮崎県児湯郡新富町町大字上富田地内

富田小学校講堂用地の、立竹木の伐採・造成工事・フェンス設置を行
い、講堂用地を確保することにより、教育施設の充実を図る。
調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の教育基盤の整
備を図るとともに、新田原飛行場の安定的使用に寄与させるものであ
る。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度
25年度
予定

26年度
予定

27年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

15,526,000 20,000,000 30,000,000 20,000,000 85,526,000

交付金額 15,433,000 18,400,000 28,000,000 18,400,000 80,233,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　実施設計及び用地測量　一式（平成２４年度）
　改良工事　延長Ｌ＝６４０ｍ、幅員Ｗ＝５.０ｍ（平成２５年度以降）

　平成24年度から平成27年度

事業費及び交付金額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできないが、設計の内容及び用
地取得に対して円滑に地元の理解を得ることが出来た。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　町道宮ヶ平～舟津線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離合が困難なことか
ら、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、当町において工事時期を検討したとこ
ろ、早急に拡幅を実施する必要があると判断し、当該工事に係る実施設計及び用地測量を
実施したものである。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施することにより、地域
住民の生活基盤の整備を図るとともに、新田原飛行場の安定的使用に寄与させるものであ
る。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：宮ヶ平～舟津線）整備事業

新富町

宮崎県児湯郡新富町大字新田



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度
２５年度
予定

２６年度
予定

２７年度
予定

計

円 円 円 円 円

7,098,000 0 16,000,000 16,000,000 39,098,000

交付金額 6,753,000 0 15,500,000 15,500,000 37,753,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：塚原～竹ヶ山線）整備事業

　新富町

　宮崎県児湯郡新富町大字新田

　町道塚原～竹ヶ山線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離合が困
難なことから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、町において工事時
期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要があると判断し、当該工事に
係る実施設計を実施するものである。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施することに
より、地域住民の生活基盤の整備を図るとともに、新田原飛行場の安定的使用
に寄与させるものである。

　実施設計　一式（平成２４年度）
　改良工事　延長Ｌ＝４００.０ｍ、幅員Ｗ＝５.０ｍ（平成２５年度以降）

　平成２４年度から平成２７年度

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできないが、設計
の内容に対しても地元の理解が円滑に図ることができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円 円

25,546,200 25,546,200

交付金額 23,500,000 23,500,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

新田原飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する
施設：新田原古墳群周辺整備事業）整備事業

 新富町

 宮崎県児湯郡新富町大字新田14672-1

 当該地は町の名所旧蹟であり、総合学習の一環として町内の小中学生や観光
団体の利用時の利便性や地区住民より行事に支障を来たしているとのことか
ら、公園整備の要望があった。以上のことを踏まえ、当町で検討したとこ
ろ、古墳群周辺を整備し、地域住民の憩いの場としても有効活用をはかり、
早急に整備する必要があると判断し実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備
を図るとともに新田原飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

トイレ建築工事Ａ＝32.80㎡、外構工事Ａ＝888㎡

平成24年度

 今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

 無

公園整備されたことで、地域住民や学校から「快適に行事を実施できるよう
になったことや総合学習の場所として活用できる」との意見が寄せられてお
り、地域住民の生活環境の改善に寄与することができた。



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度
２５年度
予定

２６年度
予定

２７年度
予定

計

円 円 円 円

4,023,000 5,100,000 30,000,000 30,000,000 69,123,000

交付金額 4,000,000 5,000,000 29,000,000 29,000,000 67,000,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：楠～西畦原線）整備事業

　新富町

　宮崎県児湯郡新富町大字新田

　町道楠～西畦原線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離合が困難
なことから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、町において工事時期
を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要があると判断し、当該工事に係
る実施設計を実施するものである。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施することに
より、地域住民の生活基盤の整備を図るとともに、新田原飛行場の安定的使用
に寄与させるものである。

　実施設計　一式（平成２４年度）
　流末排水路工事　Ｌ＝３８０．０ｍ（平成２５年度以降）
　改良工事　Ｌ＝８０７.０ｍ、幅員Ｗ＝５.０ｍ（平成２６年度以降）

　平成２４年度から平成２７年度

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできないが、設計
の内容に対しても地元の理解が円滑に図ることができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度 計

円 円 円 円 円

18,712,000 18,712,000

交付金額 18,428,000 18,428,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　新田原飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：追分地区排水路）整備事業

　新富町

　宮崎県児湯郡新富町大字日置

　追分地区排水路利用の地域住民より、既存排水路が未整備であることから、
集中豪雨時に水路断面不足による越水及び冠水が発生しており、整備工事の要
望を受け、町において工事時期を検討したところ、早急に排水路整備を実施す
る必要があると判断し、工事を実施するものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を
図るとともに、新田原飛行場周辺の防衛施設の安定的使用に寄与させるもので
ある。

　排水路整備工事　延長Ｌ＝５４８.６ｍ

　平成２４年度

　排水路が整備されたことで、地域住民から「排水路の越水及び冠水が無くな
り、不安解消となった」との意見が寄せられており、地域住民の利便の増進が
図ることができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円 円

21,896,032 21,896,032

交付金額 20,500,000 20,500,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

公園整備　一式

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施
設：湯之宮座論梅周辺整備事業）整備事業

 新富町

 宮崎県児湯郡新富町大字新田18648-1他

 当該地は町の名所旧蹟であり、国指定天然記念物の指定地周辺の環境整備を
行い次世代の育成を考え、観光資源としての特性をさらに良好にし、総合学
習の一環として町内の小中学生や観光利用時の利便性や地区住民含めて公園
整備について強い要望があった。以上のことを踏まえ、当町で検討したとこ
ろ、座論梅周辺を整備し、地域住民の憩いの場としても有効活用をはかり、
早急に整備する必要があると判断し実施したものである。調整交付金事業で
工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を図るとともに新田
原飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

 平成24年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

公園が整備されたことで、地域住民や学校から「快適に行事を実施できるよ
うになり、地域の文化財としてこれまで以上に学習の場所として活用できる
ようになった。」との意見が寄せられており、地域住民の生活環境の改善に
寄与することができた。

 今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

 無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

20年度 24年度
25年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

7,069,000 37,959,000 11,000,000 45,028,000

交付金額 7,068,000 36,200,000 10,000,000 43,268,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

実施設計　一式（平成２０年度）
改良工事　延長Ｌ＝２３５.２ｍ、幅員Ｗ＝５.０ｍ（平成２４年度）
改良工事　延長Ｌ＝１０４.８ｍ、幅員Ｗ＝５.０ｍ（平成２５年度）

　平成２０年度から平成２５年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の工事は未完了であるが、一部区間において、道路幅員が拡幅されたこ
とから、地域住民より「以前より離合が容易になった」との意見が寄せられた。
従って、これら交通施設の一部が改善されたことで、地域住民の生活環境の改善
に一定の寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　町道比良線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離合が困難なことか
ら、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、当町において工事時期を検討し
たところ、早急に拡幅を実施する必要があると判断し、改良工事を実施したもの
である。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を図
るとともに、新田原飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：比良線）整備事業

新富町

宮崎県児湯郡新富町大字三納代



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度
２５年度
予定

２６年度
予定

計

円 円 円 円 円

3,177,000 2,700,000 20,000,000 25,877,000

交付金額 3,100,000 2,600,000 19,500,000 25,200,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：舟津線）整備事業

　新富町

　宮崎県児湯郡新富町大字新田

　町道舟津線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離合が困難なこと
から、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、町において工事時期を検討
したところ、早急に拡幅を実施する必要があると判断し、当該工事に係る実施
設計を実施するものである。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施することに
より、地域住民の生活基盤の整備を図るとともに、新田原飛行場の安定的使用
に寄与させるものである。

　実施設計　一式（平成２４年度）
　改良工事　延長Ｌ＝２４９.０ｍ、幅員Ｗ＝４.０ｍ（平成２５年度以降）

　平成２４年度から平成２６年度

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできないが、設計
の内容に対しても地元の理解が円滑に図ることができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度 計

円 円 円 円 円

12,077,000
12,077,000

交付金額 11,900,000 11,900,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　新田原飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリェーションに関する施
設：湖水ヶ池公園整備工事）整備事業

　新富町

　宮崎県児湯郡新富町大字日置

　公園利用地区住民より、現在使用している公園の経年変化により、芝敷地の
利用に支障を来たしているとのことから、改修の要望があった。以上のことを
踏まえ、町で検討したところ、駐車場新設と併せて早急に改修する必要がある
と判断し実施するものである。
　交付金により事業を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を図る
とともに、新田原基地の安定的使用に寄与させるものである。

　公園整備工事　一式

　平成２４年度

　公園を整備したことにより、地域住民からは「快適に公園利用または地区行
事を実施できるようになった」との意見が寄せられており、地域住民の生活環
境の改善に寄与することができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度
25年度
予定

26年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

3,708,000 24,000,000 14,000,000 41,708,000

交付金額 3,700,000 20,000,000 10,000,000 33,700,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　実施設計 一式（平成２４年度）
　駐車場整備工事　Ａ＝8,000㎡（平成２５年度以降）

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設(スポーツ又はレクリェーションに関する
施設：文化会館西側駐車場周辺整備）整備事業

 新富町

 宮崎県児湯郡新富町大字上富田6371-4他

 　当該地は現在会館で使用している東側駐車場に複合施設を整備する
ことから（平成２６年度着工予定）新富町文化会館の駐車場を確保する
必要があり、会館利用者等の交通の利便性や歩行者の快適性等、アクセ
スの向上を必要としており、当町において工事時期を検討したところ、
早急に実施する必要があると判断し、当該工事に係る実施設計を実施す
るものである。
　次年度以降、当該実施設計を基に、調整交付金事業で工事を実施する
ことにより、地域住民の生活基盤の整備を図るとともに新田原飛行場の
安定的使用に寄与させるものである。

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成24年度から平成26年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了していないことから、具体的な成果及び評価はできない
が、設計内容に対して会館利用者等の交通の利便性や歩行者の快適性
等、地域住民の生活環境の改善に寄与することが出来た。

 今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

 無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度 計

円 円 円 円 円

10,740,000 10,740,000

交付金額 10,500,000 10,500,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：湯之元線排水路）整備事業

　新富町

　宮崎県児湯郡新富町大字日置

　町道湯之元線の地域住民より、既存排水路が集中豪雨時に水路断面不足によ
る越水が発生しており、整備工事の要望を受け、町において工事時期を検討し
たところ、早急に排水路改修を実施する必要があると判断し、工事を実施する
ものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を
図るとともに、新田原飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

　排水路改修工事　延長Ｌ＝１８０.０ｍ

　平成２４年度

　排水路が改修されたことで、地域住民から「排水路の越水が無くなり、不安
解消となった」との意見が寄せられており、地域住民の利便の増進が図ること
ができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

23年度 24年度 計

円 円 円 円

10,519,000 4,810,000 15,329,000

交付金額 9,700,000 4,600,000 14,300,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：大渕～川原線）整備事業

新富町

宮崎県児湯郡新富町大字上富田

　町道大渕～川原線の地域住民より、幅員が狭隘により車両同士の離
合が困難なことから、道路幅員を拡幅して欲しいとの要望があり、当
町において工事時期を検討したところ、早急に拡幅を実施する必要が
あると判断し、改良工事を実施したものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤
の整備を図るとともに、新田原飛行場の安定的使用に寄与させるもの
である。

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

　平成23年度～平成24年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　改良工事が完了したことで、地域住民から「以前より離合が容易に
なった」との意見が寄せられ、地域住民の生活環境の改善に寄与する
ことができた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

実施設計　一式（平成２３年度）
改良工事　延長Ｌ＝７７ｍ、幅員Ｗ＝５ｍ（平成２３年度）
改良工事　延長Ｌ＝８０ｍ、幅員Ｗ＝５ｍ（平成２４年度）

事　　　業　　　評　　　価　　　書



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度 計

円 円 円 円 円 円

4,882,500 4,882,500

交付金額 4,882,000 4,882,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（教育文化施設：富田中学校楽器購入）
整備事業

新富町

宮崎県児湯郡新富町富田東二丁目３０番地　富田中学校内

　平成２２年度に富田中学校新校舎建設と同時に音楽室も新たに整備
されている。今回は現有楽器の老朽化が進んで修理費も多額となって
いることから、新しい楽器の購入を実施することにより、教育基盤の
整備を図るとともに、新田原飛行場の安定的使用に寄与させるもので
ある。

管楽器他購入　一式

平成２４年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　楽器の購入により、本物の楽器の音色、実際触れる楽器の感触を実感しなが
ら音楽教育の向上に寄与できた。

無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２４年度 計

円 円 円 円 円

14,903,000 14,903,000

交付金額 13,568,000 13,568,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

　新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：越馬場～野中線）整備事業

　新富町

　宮崎県児湯郡新富町大字日置

　町道越馬場～野中線の地域住民より、道路舗装の老朽化ひび割れにより、通
行平坦性等の影響が発生しているため、舗装補修の要望があり、町において工
事時期を検討したところ、早急に舗装を実施する必要があると判断し、舗装補
修工事を実施するものである。
　調整交付金事業で工事を実施することにより、地域住民の生活基盤の整備を
図るとともに、新田原飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

舗装補修工事　延長Ｌ＝５６０.０ｍ、幅員Ｗ≒５.３ｍ（平成２４年度）

　舗装補修工事が完了したことで、地域住民から「スムーズに通行できるよう
になった」との意見が寄せられ、地域住民の生活環境の改善に寄与することが
できた。

　今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

　無

　平成２４年度


